
明治音楽教育資料研究（その1）

　下伊那郷土館の唱歌歌詞草稿について　①

Study　of　Musical　Education　in　Meiji　Period

馬　訴 訟

　＜ワタシノガクカウヨイガクカウヨ，ケウジャウヒロイ，ニハヒロイ，カケヅヤ，ゴホン

ヤ，イロイロナ　メーヅラシイモノタクサンアッテ。

　ワタシノセンセイヨイセンセイヨ，ワタシタチヲカハユガリ，ヨミカキサンジュツ，イロイ

ロナ　ヨイコトヲシヘテクダサイマシテ。

　ワタシノトモダチヨイトモダチヨ，マイニチナカヨク，ゲンキヨク，イウギヤナニカー，イ

Vイロナ，オーモシロイコトイツシヨニヤッテ。

　これが，子供が学校に入って，初めて教はる唱歌である。驚かざるを得ない。学校とは果し

てかういふ形式的な，而して非芸術的な動きのとれない凝固体であらうか。私はこの唱歌を読

むと何の表情もない紙製の先生や，生徒やが糊附けになってボオル紙の上に並ばされた，雅味

も何にもない玩具の家が眼に浮かんで来る。血が通ってみない。息が，弾んでみない。命が，

躍ってみない。溌刺として自由で真純で素朴な児童の世界がない。……〉

　これは，もうよく知られているように，北原白秋が，大正10年の《芸術自由教育》11月号に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
発表した《小学唱歌々詞批判》の1節である。この文章中に引用されている歌詞は，臼秋によ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
ると，小学唱歌教授研究会編《改版増補新案小学唱歌帖》全8冊（大正10年版）の尋常科第1

学年用のくその1＞《学校》と題する歌で，当時，彼の住んでいた小田原の小学校で使われて

いたものだという。現物が手許にないので，いろいろと確認できないことが多いが，それにし

ても，なんとも驚いた代物である。しかし，一一方で，〈学校唱歌〉というものに付与されてい

た特質の一面を，これほど端的かつ極端に示した例も少ないだろう。〈学校唱歌，校門を出で

ず〉の見本のようなものである。

　もうひとつの例を挙げてみよう。

〈（幼穰園用ノモノ）

　　勤ムレバ則チ余アリ

　　Franklin　Sq．　25

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　27



　　　　　　　　　　　　　　明治音楽教育資料研究（その1）

　弦二我々ハ毎日学校二集リ結構ナル教ヲ学ブ誠二面臼クシテ退屈スル事ハナシ我々力学校二

三テ学ブトコロハ此ノ如シ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　教課ハ済ミ各ノ者が笑ヒナガラ遊ヒ歩行キ居ル楽シキ遊ビ仲間面白キ仲間ナリ我々が学校二

三テ遊フトコロバ此ノ如シ

　我々ハ勤メタリ遊ヒタリスル為二毎日学校二丁リ勤メモ遊ビモ勇シテ為セリ退屈セズシテ誠

二面白ク日ノ西二落ルマテ

　たのしわれ　まなびもをへ

　日もくれぬ

　あすもまた　朝とくより

　まなばまし

　かくて年月　たえせざらば

　つきの桂も　われぞをるべき

　　　　又

　うれしわれ　事業もはて

　日もくれぬ

　あすもまた　朝とくより

　つとめまし

　かくて年月　たゆまざらば

　竜の偲の　玉もとるべし〉

　前出の白秋の引用した歌と，なんと発想法の似ていることであろう。これは，長野県伊那市
　　　　　　　　（3）
にある上伊那郷土館に保存されている《伊沢修二資料》の中にある唱歌歌詞の草稿のひとつで
　　　　　　　｛4）
ある。伊沢修二は，周知の如く，日本の音楽教育の創始者ともいうべき人物であり，明治12年

に設立されたく音楽取調掛〉の責任者として，わが国で最初の公的な音楽教科書ともいうべき

《小学唱歌集初編～第3編》および《幼稚園唱歌集》編纂の中心人物であった。伊沢の郷里，

高遠に程近い上伊那郷土館には，これら唱歌集の歌詞草稿とおぼしき文書が，断片的ながら，

かなり残されている。前掲の草稿は，そのひとつで，内容からみて《幼稚園唱歌集》のための

ものであり，＜Franklin　Sq．25＞という記入から，出典が，取調掛の参照したアメリカの唱

歌集《Franklin　Square　Song　Collection》であったことを示唆している。署名はないが，筆

跡からみて，筆者は取調揖の里見義であろうと思われる。この文書の初めの散文は，外国曲の

歌詞を直訳したものであり，後の韻文は，そこから日本語の歌詞を，音楽の拍節に合わせて作

ったもので，二つの案を掲げていることになる。このような作詞法を示す草稿は，上伊那郷土
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館にいくつかある。それについては後に述べるが，この歌詞の内容もまt，白秋が烈しく批判

したく非芸術的な，動きのとれない凝固体〉といってよいであろう。

　それでは，〈学校唱歌〉とは，何であったのだろうか。〈学校唱歌，校門を出でず〉といわ

れるとき，その批判の対象は，主として，いわゆるく文部省唱歌〉である。〈文部省唱歌〉と

いう場合，ふつう明治44年から大正3年にかけて出版された《尋常小学唱歌》と昭和7年の

《新訂尋常小学唱歌》，さらに昭和16～7年の《ウタノホン》《初等科音楽》等の国定教科書

に収録されている唱歌をさす。しかし，この中にも，明治10年代に音楽取調掛によって作られ

た前記の四つの唱歌集から採られたものもある。また，〈文部省唱歌〉は，批判を浴びる一方

で，あのく兎追いし…〉で知られる《ふるさと》をはじめ，多くの人になつかしがられ，現在

でも歌われているものも少なくないのである。

　ここでは，《小学唱歌集初編～第3編》や《幼稚園唱歌集》に触れる前に，そこに至る経過

をごく簡単に概観しておく。

　周知のように，学校教育の教科にく唱歌〉を加えることになった最初は明治5（1872）年の

《学制》において，〈下等小学教科〉にく唱歌〉，〈下等中学教科〉にく奏楽〉が置かれたこ

とによるが，それにはそれぞれ〈当分之ヲ欠ク〉〈当分欠ク〉という但書がつけられていた。

この但書は，直ちに実施することの困難を示しているばかりではなく，〈唱歌〉やく奏楽〉の

何たるかを十分理解できていない学制取調掛員たちの困惑をも示唆しているように思える。少

なくとも現在，この《学制》の中に，なぜく唱歌〉やく奏楽〉が加えられることになったのか，

解明されていない。

　明治6年，22歳で，新設の愛知師範学校長となった伊沢修：二は，明治8年，文部省からく師

範学科取調ノ為メ〉アメリカに派遣され，ボストン近郊のブリッジウォーター師範学校に留学

した。伊沢は，そこで，ボストン公学音楽監督ルーサー・ホワィティング・メーソンを識り，

初めて音楽の手ほどきを受けると同時，日本で音楽教育を開始するための構想と教材の試作を

行なっている。そして明治11年4月8日付で，伊沢は，留学生監督官，目賀田種太郎と連名

で，《学校唱歌二丁フベキ音楽取調ノ事業二着手スベキ，在米三口賀田種太郎，伊沢修ニノ上
　　（5）

申書》を，文部大輔，田中不二麿に送った。その中で，二人は，音楽教育の必要を説き，その

効用を次のように説明している。

　〈現時欧米ノ教育者皆音楽ヲ以テ教育ノー課トス，夫レ音楽ハ学童神気ヲ爽快ニシテ其ノ勤

学ノ労ヲ消シ，肺臓ヲ強クシテ其健全ヲ助ケ，音声ヲ清クシ，発音ヲ正シ，聴力ヲ疾クシ，考思

ヲ密ニシ又能ク心情ヲ楽マシメ其ノ善性ヲ感発セシム是レ其ノ学室二於ケル直接ノ功力ナリ，

然シテ社会二善良ナル娯楽ヲ与へ，自然二時二型シ罪二遠カラシメ，社会ヲシテ礼文ノ域二進

マシメ，国民揚々トシテ王徳ヲ願シ太平ヲ楽ムモノハ其社会二対スル間接ノ功力ナリ……〉

　ここで注目すべきなのは，〈学童神気ヲ爽快ニシ〉たり，〈勤学ノ労ヲ消シ〉たり，＜其健
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全ヲ助ケ〉たり，〈三思ヲ密ニシ〉たりする学童に対する直接の効用を第一に挙げ，〈自然二

三二遷シ罪二遠カラシメ〉たり，〈社会ヲシテ礼文ノ域二進マシメ〉たり，＜国民揚々トシテ

王徳ヲ頒シ〉たりする効用を間接のものとして，後に置いている点である。ところが，それか

ら僅か3年半後の明治14年11月，伊沢は，《小学唱歌集初編》の《緒言》で，次のように書く

ことになる。

　〈凡ソ教育ノ要ハ徳育智育体育ノ三者二在リ而シテ小学二在リテハ最モ宜ク徳性ヲ洒養スル

ヲ以テ要トスヘシ……〉。

　この3年半ばかりの間に，何があったのだろうか。

　明治11年4月の伊沢らの上申のあと，1年半を経て，明治12年10月に，ようやくく音楽取調

掛〉が発足するこどになる。伊沢は東京師範学校長兼任のまま，御用掛となった。伊沢は，た
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
だちに10月30日付で《音楽取調二付見込書》を文部卿寺島宗則に提出した。これは，〈音楽取

調桂ト〉が行なうべき事業の具体的な計画書であると同時に，新しく興す日本の音楽教育の展望

をも含んでおり，その意味で重要な文書である。その中で伊沢は，＜世ノ音楽ノ事ヲ談スル者

ノ誌ヲ聞クニ其説概ネ三アリ　甲説二ロク音楽ハ人情ヲ感発スルノ要具ニシテ喜怒哀楽ノ情自

ラ其音調二顯ル・者ナレハ洋ノ東西ヲ問ハス人種ノ黄臼ヲ論セス苛モ人情ノ同キ所ハ音楽亦同

シテ可ナリ抑西洋ノ音楽ハ希膿ノ哲人ピサゴラス以来数千年間ノ研究ニヨリテ殆ント最高点二

達シタルモノナレハ其精其美素ヨリ東洋蛮楽ノ及フ所二非ス三二其良種ヲ択テ之ヲ我土二移植

ス可シ何ソ不充分ナル東洋楽ヲ培育完成スルノ迂策ヲ求ルヲ要センヤト　乙説二日ク各国皆ナ

各国ノ言辞アリ風俗アリ文物アリ是レ其住民ノ性質ト風土ノ情勢トニヨリテ自然二産出セシモ

ノナレハ人力ノ能ク之ヲ変易スベキニ非ス且音楽ノ如キハ素ト人情ノ発スル所人心ノ向フ所二

從テ興りタルモノナレハ各岡三固有ノ国楽ヲ保有ス未タ全ク他国ノ音楽ヲ自国二移入セシノ例

アルヲ聞カス是二由テ之ヲ見レハ我国二西洋ノ音楽ヲ全然移植セントスルハ恰モ我国語二代ル

ニ英語ヲ以テセントスルカ如ク到底無益ノ論ト云ハサルヲ得ス故二我固有ノ音楽ヲ培育完成ス

ルニ如カズト　丙説二日ク甲乙ノニ説各其理ナキニ非スト錐モ皆偏奇ノ極二陥ルノ弊ヲ冤レス

故二三中ヲ執り東西二洋ノ音楽ヲ折衷シ今日我国二適スベキモノヲ制定スルヲ務ムベシト　愚

ヲ以テ之ヲ見レハ丙ノ説ク所其当ヲ得タルモノニ似タリト錐モ其実施ノ方法二至リテハ難中ノ

至難ナル者ト云ハサルヲ得ス然リト難モ既二丙説ヲ以テ至当ト認ル以上ハ吾人今日ノ知識ト時

勢トニ相応セル手段ヲ以テ将来其目的ヲ達スベキ方法ヲ設ケサル可ラス若シ其難ヲ恐レテ今日

之二着手セザレハ何レノ日力其興ルヲ期スベケンヤ……〉と書き，西洋の音楽をそのまま輸入

するのではなく，また日本もしくは東洋の音楽をく培育完成〉するのでもなく，〈東西二洋ノ

音楽ヲ折衷〉する方法が至当であるとしている。以後，折衷の方法にいろいろと問題はあるに

しても，出発点において，伊沢が西洋音楽をそのまま移入しようとは考えていない点は重要で

ある。
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　伊沢はさらに続けて，〈…実際取調フベキ事項大綱三アルベシ〉としてく東西二洋ノ音楽ヲ

折衷シテ新曲ヲ作ル事〉〈将来国楽ヲ興スベキ人物ヲ養成スル事〉＜諸学校二音楽ヲ実施スル

事〉の3項を挙げている。これら3項目は，8年間にわたるく音楽取調掛時代〉に，曲りなり

にも実現されてゆくことになる。ここでは，教材の作製，つまり具体的には《小学唱歌集初編

～第3編》《幼稚園唱歌集》として具体化する第1項が問題である。

　＜第1項東西ご洋ノ音楽ヲ折衷シテ新曲ヲ作ル事

　凡ソ物ヲ折衷スルハニ物ノ異ナル点ト同キ点トヲ見出シ其同キハ之ヲ合シ其異ナルハ双方ヨ

　　　　　　　　　　　　　　　くママラ
リ漸ク相馬ケ遂二相和セシメルニ在リサレバ折衷ノ第一歩ハ先ツ東西二楽ノ異点ト同点トヲ発

見スルニ在ルベシ

　今西洋ノ時様歌ト日本ノ端唄トヲ取り之ヲ比較セハ頗ル異点多シテ殆ト同点ナキカ如クナル

ベシ十二西洋ノ神歌ト日本ノ琴歌トヲ比較セ旧制者異ナラザルニ非スト錐モ頗ル同趣ノ存スル

ヲ見ルベシ終二西洋ノ童謡ト日本ノ童謡トヲ摂州バ全ク相同キノ想ヲナス是レ他ナシ西洋ノ音

楽モ日本ノ音楽モ之ヲ組成スル元素ハ毫モ異ナルニ非ス唯其結合ノ法同ラザルノミ故二童謡ノ

如キ其結合厚子ナル出陣在テハ変至テ少ケレドモ時様唄ノ如キ其結合愈卑下ナルニ從ヒ其変モ

愈多キヲ加ルナリ

　右ノ理由ナルヲ以テ着手ノ始二当テハ童謡其他最モ簡単ナル謡類ヲ集メ西洋ノ童謡二比較シ

即事折衷シテ相当ノ歌曲ヲ作り将来小学生徒二授ルノ資トスベシ右目的ヲ達スルニハ西洋音楽

二王キ者及日本音楽顎下キ者等ヲ採用シ彼我異同ノ諸点ヲ考究シ協議折衷ノ上漸々新曲ヲ作出

スルヲ務ム可シ〉

　つまり，この文書では，伊沢は，もはや音楽教育の目的や効用を説くことなく，むしろ具体

的な方法論を展開しているのであり，教材の作製に当っては，とくにく童謡〉のようなく其結

合簡短ナル者〉によって，〈東西二洋ノ音楽ヲ折衷シテ新曲ヲ作ル〉という基本姿勢を打出し

ているのである。

　では，その基本姿勢が，どのよ5’にして具体化してゆくか。それを考察することは，明治前

期の日本の音楽教育史の研究の重要な課題のひとつである。それは，より具体的には，前記の

4つの《唱歌集》の編纂の過程を，できるかぎり詳細に追ってゆくことである。その際，いく

つかの段階に分けて考察することが可能であろう。

　そのうち，現在，芸大附属図書館に残されている音楽取調掛時代の資料は，音楽取調掛にお

いて作製された唱歌教材，とくに歌詞が文部省との間で幾度も論議され，修正を加えられ，次

第に確定されてゆく過程を，かなり詳細に伝えてくれる。その文書を些細にみてゆくと，音楽

取調掛の唱歌教育に対する姿勢と文部省のそれとの相違や，それが微妙に移り変ってゆく様相
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7）
がみてとれて興味深い。しかし，その過程については，すでに他に詳細な研究があるので，こ

こでは，一応，それにゆずりたい。

　問題は，それ以前の過程である。すなわち文部省に提出する以前に，音楽取調揖の内部で，
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如何にして楽曲が選択され，日本語歌詞が作製されていったか，である。この点に関して，現

在われわれに残されている資料は余りに乏しい。

　そこで問題になるのは，まず第一に，昔楽取調掛が《唱歌集》の編纂に当って，何を参照し

たか，である。つまり出典および原曲を明らかにすることである。当然のことながら，原作曲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8）
者名，原作三者名をつきとめることをも含んでいる。

　次に，原曲（原詩の内容をも含む）と《唱歌集》記載の楽曲との異同を明らかにすることで

ある。

　さらに，外国曲から採用された場合，原詩と日本語歌詞の関係，すなわち翻訳であるか，日

本の既存の詩であるか，新たな作詩であるかの問題である。そこには，当然，日本語歌詞の作

詞者の問題も含まれる。

　これらの諸点を，入手し得るかぎりの資料から実証してゆく必要があるが，ここでは，これ

までの研究の結果に基づいて，《小学唱歌集初編～第3編》所収の全91曲についてまとめた一

覧表を，〔別表1〕として掲げた。この表をみても判るように，不明の点が少なくない。例え

ば，現在も歌われている《あふげば尊し》は，出典も原曲も日本語作詩者も，一切判明してい

ないのである。

　一覧表の個々の項目の検討はひとまず措いて，ここでは，いくつかの資料を紹介しておきた

い。それは上伊那郷土館所蔵の歌詞草稿である。それらは，外国唱歌が選択されてから口本語

の歌詞が作製されてゆく過程を示すものである。そのうち，よく知られている草稿は次のもの

である。

〔C〕

　チ　　ケ　サ　ヤ　チ　ウサ

　ちくさやち草
　　ムシ　ノ　ネ　モ

　　虫の音も
　カ　レ　テ　サ　ビ　シ　ケ

　かれてさびしく
　　ミ　ユ　ル　　リ　ナ

　　みゆるかな

　ヤ　　アハレァハレ　 やむミョミョ
　や　あはれあはれ　やみよみよ
　ヒトリニホヘル　キクノハナ
　ひとりにほへる　菊の花

　シモノシタニテ　ニホフナサ
霜の下にて　にほふなり

　ユキノシ亀目テ　カヲルナリ
雪の下にて　かをるなり

　やむアハレアハレ　やむミヨミヨ
　や　あはれあはれ　やみよみよ
　コレゾヤチヨト　キクノハナ
　これぞ八千代と　きくの花

　チクサハ　カ　レ　テ

千草はかれて
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　ノチモ　ナ　ホ

　後もなほ
シモニ　す　ゴ　レ　ル

霜におごれる
　キク　ノ　ハ　ナ

　菊のはな
や　む　　ア　ハ　　レ　　ア　　ハ　　レ　　　　ヤ　　ミ　ヨ　　こ　ヨ

や　あはれあはれ　やみよみよ

ヒトノミサヲぐ　 カクテコソ
ひとのかがみと　なりにけり

（B）

11月10日　（Franklin（148））

七（三四）　五（三二）

七（三四）　五（三二）

七（一六（三二））　五（一四（二二））

七（三四）　五（三二）

（A）

　＜夏ノ最終ノ薔薇（最モ美ナルモ・）

一本ノミ咲キ残り居ルハ

夏ノ最終ノ薔薇ナリ

彼ノ愛ラシキ仲間ハ
　　　　（ママ）
皆ナ散り去セタリ其親類

　　　　　　　　　　　　（ヌか）
ノ花モ花ノ実モーッモ見得ス

此最終ノモノヲ慰メヌハ

独リ残り居ルヲ憐ム為二

見当テベキモノモナシ

　　　　　．

我ハ汝ヲ独りコ・二見捨テ得ズ

幹二於テ其独リ凋ムヲ思ヘ

ヤルナリ　如何トナレバ美シキ友ダチ

ハ皆散失ヒ汝モ物二二ント

スレバナリ　故二我ハ汝ノ

葉ヲ取りテ汝ノ庭友等ノ

散布セルトコロへ散布スベシ

　　　　　．

友愛ノ絶ヘタルトキ我モマタ

然ルベシ而シテ愛ノ輝キノ
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　　　ミ
中ヨリ実子ハ落果テリ

真心ノ凋ミタルトキハ皆然ル

ベキノ理ナリ我力愛スル

者ノ風ト失セタルトキハ皆然

ルベキノ理ナリ　鳴呼

此ッレナキ世ノ中二

独リ住ミ得ル者ノ性

ナルベキヤ〉

　草稿は〔C）〔B二〕〔A〕の順に書かれているが，成立の順序としては，当然，逆である。

これは一読として判るように，原詩に基づいて⊂A〕が翻訳され，ついで楽曲の拍節に含わせ

て〔B〕の韻の数がきめられ，その〔A〕〔B〕に基づいて，日本語の歌詞が作られて行った
　　　　　　　　（9）
過程を示している。いうまでもなく名高い“The　Last　Rose　of　Summer”から，《小学唱歌

集第3編》第78曲《菊》の歌詞が作製された過程である。ただし，この歌詞は，その後，さら
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
に修正されて，〔譜例1〕のようになった。作詞者は，草稿の筆跡からみて，音楽取調掛の里
　　　　　（1ユ）

見直である。

　山住正己《唱歌教育成立過程の研究》は，この《菊》の草稿を，作詞過程を示す唯一の例と

して挙げているが，上伊那郷土館には，この種の草稿の断片がかなり多く残されている。ただ

それを復元するのはかなり困難であり，完全な形で保存されていたのは，《菊》1曲だけであ

る。しかし昭和46年，上野学園大学学生，白須栄子によって，いくつかの草稿の復元に成功し
　（rz）

た。〔別表1〕のく歌詞草稿〉という欄は，〔A〕〔B〕〔C〕の二段階の復元状態を示す。

そのうちから《第3編》第54曲《雲》の⊂A〕∈B〕段階を掲げる。

〈11月24目「トレーニングスクールソングブック」43

　八（四，四）　六（三，三）

　八（四，四）　六C二，｛．）

　八（四，四）　八（四，四）

　六（三，三）　八（四，四）

　八（四，四）　八（四，四）

　六（三，三）

　　雲

高山深谷ヲ航行

スルトコロノ雲ハ蒼々
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タル四二浮ベリ

又風ヲ得テ飛

行スルトキハ大ナル

影ヲ来シテ大地ヲ覆ヘリ

山野ヲ掩フ草木五穀ハ酒中ヨリ降ル雨露ヲ喜ヲ
　　　　　　ニジ（ママ）
以テ呑享ケリ園児

ハ美シキ色ヲ呈セリ又或ハ

日ノ在ル天ヲ横行シ或ハ紅

色ヲ以テ太陽ノ出没

スルトコロヲ飾セリ〉

　この草稿から，この曲の出典がおそらく“The　Training　School　Song　Book”であること

が推定されるし，遠藤氏は，＜英国の歌曲作家カルコウト（カルコット）John　Callcott（1776

～1821年）の作曲，作詩はW．SugdenでThe　clouds　that　sail　o’er　hill　and　dailが原歌で

ある。〉としている。これによって〔A〕が“The　clouds…”の直訳であることが，ほぼ確実

に判る。《小学唱歌集第3編》に収録された完成稿は〔譜例2〕のようなものである。

　白須栄子によって復元されt草稿は，《雲》のほか，完全な形のものに《船子》，一部欠け

たものに《鷹狩》があり，〔A〕を欠いたものが8曲ある。

　しかし，この他に，《小学唱歌集初編～第3編》や《幼稚園唱歌集》には結局採用されなか

った草稿がかなり残されている。前に挙げた《勤ムレバ則チ余アリ》は，その1例である。

　ここではもう1編，おもしろい例を挙げておく。

＜乳屋の歌

ち、やち～やと

うりてくるなり

いざのめこども

あしたははやく

　　　○

ち㌧は乾らく

また菓子にも

　　　まじへて
茶にさへいれて

のむよりよけれ

四
四
四
四

三
三
三
三

七
七
七
七

義艸

9月29日
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Music　for　Nursery

No．　14

（幼稚園用ノモノ）

七（三四）　七（三四）

八（四四）　七（三四）

又ハ七（三四）

　　　　カカア
　乳ヤノ婆々ノ歌

マ　メ

息才ヤカナル乳ヤ

ノ婦人力見ヘル
天窓
頭上二桶ヲノセ

ブリキニ臼キ乳ヲ下ゲ

我等が茶二入ル

ー斗リニシタルモノヲ

乳ハ乾酪ニモ

菓子ニモマタ

パンニ付ケル

バターニモ入ル

モノナリ〉

（大学音楽学部　助教授）

注

（1）全文は，《音楽教育研究》昭和48年2月号（音楽之友社）の資料特集《唱歌教育の歴史》に再録さ

　れている。

（2）この教科書は，《日本教科書体系近代編第25巻唱歌》（昭和40年講談社）巻末の《唱歌教科書総目

　録》には記載されていない。

（3）長野県伊那市桜町　上伊那郷上館（社団法人上伊那教育会）

（4）音楽取調掛設立までの伊沢修二の履歴及び業績については拙稿《日本の音楽教育・人間とその軌跡

　伊沢修二　その1～6》（《音楽教育研究》昭和46年4～10月号。以下《伊沢修二》と略記。）を参

　照されたい。

（5）この文書は，東京芸術大学附属図書館の《音楽取調掛時代資料》にある。芸大附属図書館編《音楽

　取調掛時代　所蔵目録（2）文書綴》の《2　音楽取調所書類　1》（以下《所蔵目録》と略記。な

　お，取調掛時代の文書綴は，すべてマイクロフィルム化されて閲覧することができる。）前記の文書

　は，拙稿《伊沢修二その4》に全文掲載されている。

（6）《所蔵目録　（2）文書綴》の《2’音楽取調所書類　38》。また伊沢自筆の草稿（朱筆訂正入り）

　が上伊那郷土館にあり，それは拙稿《伊沢修二　その6》に紹介されている。

（7）この過程については，山住正己《唱歌教育成立過程の研究》（昭和42年，東京大学出版会）が，詳
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　しく扱っている。この研究は，芸大附属図書館の資料を中心に，驚くほど広範かつ綿密な原資料の漁

　渉と考証に基づいたもので，明治前期の蒔性教育史研究の画期的な業績のひとつである。

（8）出典として，現在確実に判明しているのは，

　L．　W．　Mason　：　National　Music　Reader，　3vols，

　L．W．　Mason：National　Music　Chart，4vols．の2種である。（以下，　NMR，　NMCと略記）。

　また遠藤宏《明治音楽史考》（昭和23年・有朋堂）によれば，“The　Training　School　Song　Book”

　“The　Franklin　Square　Song　Collection”の2種が使われているが，目下，芸大図書館にも，上伊

　那郷土館にも見当らない。

（9）〔C〕のあとに，カタカナ表記の歌詞がもう一度書き直されているが，省略した。

〈10）《小学唱歌集第3編》では《菊》であるが，のちに《庭の千草》の表題で知られるようになった。

〈11）里見義その他の作詞者については後述。

（12）昭和46年度上野学園大学卒業論文，臼須栄子《「小学唱歌集初編～第3編」作成の過程》。

〈13）遠藤宏・前掲書。

（14）草稿の∈C〕と完成稿の相違は，第1聯の〈雨とも霧とも〉がくrllとも露とも〉に変っているだけ

　である。

〔譜例1〕
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《小学唱歌集》初編～第3編一覧表
考備歌朔革稿名曲原出典資料作曲者作詩者声部拍子調名曲’
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曲　　　名 隅 拍子 声部 作　詩　者 作　曲　者 出　典　資　料 原　　　曲　　　名 歌詞草稿 億　　　　　　　　　　　考

46 五　日　の　凪 A ％ 単 加　部厳夫 ロベルト・アラン〔スコ．ノトランド♪

47 天津　日　嗣 日‡

p陽
〃 ケ

48 太平　の　曲 F 〃 〃 米人　ケラ，レ

49 みてらの鐘の音 C o 3斡 三見　義 NMRI・NMC工 H風rk！The　di5零鴫t　olock C

〔第三編ユ
50 や　よ　御民 G ％ 単 TS 　　　　　　’rロmmer　joy58re　oer
51 春　　の；　夜 F ％ ケ

52 な　　み　　風 〃 ％ 〃

53 あふげば尊し E ％ 〃

54 雲 F ％ ψ 里見義 」．w．　CallcuIt TS（43） T齢ecloud5　t』己t　5a516er　tho　biほ ABC
55 寧楽　の　都 Eg． ％ 〃

56 才　　　　女 C κ 〃 スコット夫人

57 母のおもひ D ．ウ の

58 めぐれる車 9 ゆ 砂

59 墳　　　　墓 d ％ 〃

160 秋の　夕　暮 f ％ φ

61 古　　載　　場 亀一C ゆ 単噂2

62 秋　　　　輩 e 〃 ，

6
3
1

富　士筑　波 8本
ｹ陵

ゆ 2 俗曲（黒髪》の始めと終り

1“ 園　生　の　梅 〃 ゆ 2 箏組唄

165 橘 〃 〃 単 雅楽唱歌

66 四　季　の　月 〃 φ ウ

67 臼　運　臼　菊 〃 ケ 〃 雅楽唱歌

68 学　　　　び C 〃 2輪
69’ 小　　　　　枝 G 伊 ウ

70 船　　　　　子 D 1％ 4給 里　見　義 FS ABC 歌調草稿題なし

η 鷹　　　　　狩 ウ ウ 3輸 ABC 歌詞草稿Cは2行のみ
72 小　　　　　船 G 〃 ゆ

聡 誠は人の道 o ％ 2合 里　見　義　？ モーツァルト NMR皿・NMC∬ Trust飢d　Hone5之y C 原曲は《鷹笛》のババゲーノのアリア。英岡はMτ8，飾血der

74 四顧　の　道 F 〃 ψ 里　見　義 NMRn・NMcn Sowin8　F亘ower5 C 歌詞草稿題なし

75 審　　の　野 A5 〃 ウ NMR皿・NMC皿 Arr隔1013pring BC 歌詞草稿題なし

76 瑞　　　　穂 A ％ 〃 ドイツ民謡 NMRH・NMC皿 Tbe　eve“ing　twili8ht

77 楽　し　わ　れ D ％ 〃 里　見　義 NMRH・NMC皿 Eveni聰950n8 C 歌詞草稿朋なし

78 菊 践 ％ 〃 ．アイルランド民謡？ FS（148） T」ela5t　rose　of　summer ABC ABCの各段階が完全に残っているg原詩はトーマス・ムーア
79 忠　　　　臣 D 〃 ウ 原曲はスペイン歌曲」職niヒ8（遠藤）

0
　
1
8
　
8

千　草　の　花

ｫ　のふけふ
： 1菱 〃

ウ

里　見　義 NMC皿 A・t・m・忌。・g BC 軍稿の題は《秋色》

82 頭　　の　　雪 匿 ％ 〃

83 さ　け　花　よ C ％ 3合
84 高　　　　嶺 G ％ ゆ

85 四　　の　　時 C ％ ウ

86 花　　　　月 Es ％ 〃

87 治　る　御　代 D ％ 〃 R．P．Lambil。tte NMC斑 A5　tbe：d蜂wy　Sohade5

88 祝へ壽君を G κ 〃 里　見　義 NMC皿 So魔g　of　the　Father：趣nd BC 草稿の題は《愛国》

89 花　　　　　鳥 ．F ％ ウ 里　兄　義 ウェルナー NMC皿 The　wi旧ro5e 原駆Ho温●nrδ8』加，原詩Gδ㊤匙be

90 心　　；ま　　玉 C ％ ψ

91 招　　璃　　祭 E5 ％ ウ

注　NMR＝L，W．　Mason：National　Mu．5io　R●旦der

NMC＝L．W．Mason：Nation且I　Music　Chart

TS　＝ The　Tra」翁Ln8　Scトoo」Son露Book

FS　＝ The　Fr節klin　Squ8re　Son8　Colbction
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